
「○○の秋」

校長 上栗 博文

10月も半ばを過ぎましたが，いつまでも残暑が続いています。本格的な秋の到来

が待ち遠しい毎日です。

さて，秋と言えば 「芸術の秋 「スポーツの秋」など，様々な「○○の秋」とい， 」，

う言葉がよく使われます。他の季節にはあまり見られないことから，秋は様々な活

動に適した季節であると言えます。本校でも「○○の秋」に関わる活動が行われて

います。

10月５日には本校吹奏楽部の第33回定期演奏会が開催されました。今年も，ＳＳ

プラザせんだい多目的ホールを埋め尽くすほどの多くの方々にご来場いただきまし

た。今回は，平佐西小学校吹奏楽部の皆さん，本校吹奏楽部のＯＢやゲストとして

ご協力いただいた方々など多くの皆様の参加を得て，吹奏楽部の素晴らしい演奏が

より一層輝いていました。会場全体が幸せなオーラに包まれる素敵な時間を過ごす

ことができました。

10月７・８日には地区新人大会が行われました。本校から出場した選手の皆さん

は，一戦一戦を精一杯取り組み，それぞれに大きな成果を得ることができました。

この大会で得た学びを今後の練習に生かし，更に大きく成長した姿で来年の地区総

体に臨んでほしいと思います。

また，学校では10月31日に開催予定の文化発表会に向けた準備も進められていま

す。各学年・各学級の生徒が，舞台発表や展示発表に向けて協力して取り組んでい

るところです。多くの皆様のご来校を心からお待ちしています。

さらに，11月も「○○の秋」に関わる活動が予定されています。これらの活動を

通して得た仲間との絆や，困難を乗り越えた経験は，まさにこの秋の豊かな「実り」

であり，次のステージに向けた大きな糧となります。これからは，進路選択や学力

向上に向けてじっくりと取り組む大切な時期でもあります。様々な活動で培った集

中力と粘り強さを生かして，学習においても豊かな「実り」を得ることができるよ

う，全職員で子どもたちを支えていきたいと思います。

ところで，これからの季節は 「読書の秋」でもあります。今年は，椋鳩十生誕，

120周年となる記念の年です。本校図書室にも椋鳩十に関する

コーナーを設置し，生徒の読書に対する意識の高揚に努めてい

ます。

中学生にとって読書は，知識や語彙を増やすだけではなく，

様々な物語を通して他者の価値観や感情に触れ，自分の「もの

の見方」や「考え方」を深める絶好の機会です。ご家庭でも，

テレビやスマホを少し遠ざけ，静かな秋の夜長に本を開き，自分自身と深く向き合

う時間を親子でつくっていただければありがたいです。



毎年、生徒たちが楽しみにしている
芸術鑑賞を開催しました。今年は、民
話芸術座による「火の鳥～羽衣編～」
を鑑賞しました。
上演前に、代表の生徒・職員が出演

した朗読劇があり、楽しい雰囲気で鑑
賞会が始まりました。また、本編にも
生徒１名が出演し、すばらしい演技を
披露してくれました。日本を代表する
漫画家の手塚治虫さん原作「火の鳥～
羽衣編」は、日本に古くから伝わる「羽衣伝説」を元にして作られています。この作品は、過去と未来が
描き綴られており、作品を通して子どもたちに、自然の美しさ、命の尊さ、そして戦争の惨めさについて
学んでほしいという願いが込められています。様々な場面で俳優たちの見せてくれた演技、そして物語の
展開に、生徒たちは魅了され、多くのことを心に刻んだ芸術鑑賞になったようです。
【生徒の感想より】
・ 火の鳥の話を初めて見たけれど、すごくわかりやすくて、すごくおもしろかったです。授業で習っ
た戦争や地球のことを考えながら見ると、すごく考えさせられました。トキが地球のために頑張った
り、ズクやその仲間たちが自分のためだけでなく、人を想って行動したりするのを見ると、すごく感
動しました。私もトキたちのようにあきらめず、仲間のために行動できるようになりたいです。

・ 人間は、劇のように大昔から戦争をくり返していて、それは今も起こっているから、もしかしたら
本当に、未来、大きな戦争が起こって地上で暮らすことができないかもしれないと思いました。だか
ら、僕たちは今、平和な世界にするために、できることをしていかなければならないと思います。


